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　　　　　　　　R6sum6
　　Geochenlical　Studies　on　the　Qu＆ter血ary

　　　Naturα且Gas　Deposits　of　Japan

　　　　一一］Primary　Report一一

　　　　　　　　　bダ
　　Katsu：Kaneko，K6ji　Motojima，T6奪io

　　　　Makino＆Noboru　Yasukuni
　　In　the　recent40r5　years，　the　geoche－

　mical　surveyes，of　the　Japanese　Quaternary

　Natural　Gas　Deposits　were　carried　out　by

。our　Survey　and　also　by　some　Universities・

　in　Japan．　Natural　gas　of　this　type　usually

　flows　out　from　the　underground　resαvoirs

　αccompαning　with　underground－water．　By

　、analysis　of　natヒr41gas　and　its　accomづanied

　wat甲，the　writers　qbtained　some巾ta　corヒ

　cerning　the　vertica1．and　horizontal　distri－

　butions　of　the　chemical　elements　on　each

　field．　These（1ata　are　applied　for　the　inter－

　pretation　bf　the　natural　phenomena　geolo－

　gically　and　geochemically，and　the　writers

　reごogni乞ed　many　fundamental　principles，on

　the　distribution　ofじhemical　elements。

　　These　natural　gas　deposits　may　be　fomd

　in　our　country　from　Hokkaido　to：Kyushu

　fn　the　depth　shallower　than250m．

　　In　this　paper，writers　describedびthe　law

　of　distribution　of　chemical　elenlents　in　Japa－

　nese　Quatemafy　Natural　Gas　Deposits”and

　discussed　the　mutual　relation　of　chemical

　elements．
　　This　paper　is　prepared　for’the　purpose，

　in　a2f茸rst　step，to　inter重）rete　the　formεttion

　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　and』destrubtion　of　the　younger　water－bea一

・　　燃料部

ring　natura　gas　dePosits　in　our　country，

and　next，to　study　the　origin　of　hydrocar－

bon　in　the　gas　deposits．

The　articles　stated　in　this　sefiarpaper

are　as　following’nine二

　1．　Intro（1uction　（1血cluding　the　locations，

of　surveyed　fields　and　the　outline　of　su－

rroundingαndF　un（1erground　geology）

　2．　Production　of　gas，gas　water　ratio，

water　temperatUre。

　3．　HCO3，free　CO2，CO3，Total　CO2，pE，

RpHofwαter．．

　4．C1一，Br一，，KMnO4，Color　of　water．

　5．　Fe卦，Fe＋＋＋，Total　Fe，Fe＋＋／Fe＋＋＋of

water．

　6．　NH：＋，NO2一，　NO3一，　dissolved　N2，dis－

solved　O20f　water』

　7．Ca朴，Mg柵，P　of　water．

　8．CH4％，CO2％，CnHm％，N2％of
6asi血g　head　gas．

　9．r　Discussions　on　mutual　relations　of

chemical　elements　in　gas　fields．P

　　　　　1．序　’臼言・　　“
天然ガスの調査は，数10年前から先輩各位によつて行

われており，ととに最近数力年はその数も多く，i報告の

出版されたもの，未出版のもの等相当数に達しており，

按術の進歩のあとも著しいものがある・そのづち第四紀

暦中に胚胎する水に伴な5天然ガスの分布は，北は北海

道から南は九州にわたつており，これらについて総括的

な論説を試み，Fあるいは記載を行5ことは，今後の発展

に寄与する．ととあると考えられうので，筆着らの調査を

行つたもののうち，主として第四紀ガス鉱床kついての

べてみようと思5。本文執筆に際しては，数多くの疵発

表・未発表文献を参照したが，その中には各府県の費用

による調査結果も多い。ζれらの引用を許された各府県．
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当局および発表者に対して深謝する。

　　　2．　調査および研究機関の概要

天然ガス鉱床の地球化学的研究は，現在に至るまで地

質学および化学のそれぞれの專攻者の両者によつて，協

同研究題目としてとりあげられている。本邦において地

化学探査の基礎研究および野外調査を行つている機関お

よび部所は，東京大学工学部石油工学教室・名古屋大学理

学部地球科学教室および化学教室・秋田大学鉱山学部・

通商産業省地質調査所等であつて，このほか主として野

外調査を実施している機関としては，北海道地下資源調

査所・山形県鉱業課・新潟県資源課・島根県商工課およ

び工業試験場・宮城県商工課・大多喜天然瓦斯株式会枇・

焼津天然瓦斯株式会斌などがある。

測定資料の解析については，それぞれ独自の研究にし

たがつて行いつつあり，最終的には成因論と結びつけた

研究方法を採りつつあるよ5である6　　　　　　　，

　筆者らはいずれも地質学專攻者であり，地化学的探鉱

（Geochemical　Prospecting）の現在までの発達に辛5

じて追従し得たものの，成因・破壊論などの開拓には，

地球化学・微生物学などによるところ大であり・今後の

研究にはこれら專攻者の充分なる協力を切望して止まな

いo

　　　　　3．本論の取扱範囲
3．1　地化学探鉱癸展略史1）

1930年代に地下に伏在する気状ないし液状炭化水素・

（すなわち天然ガスおよび石油）を探査する目的で，地

表における微量の炭化水…素の分布状況を潰q定するごと

が，ドィツ・・シア・アメリカの各国によつて試みられ

た。・シアでは主として土壌に附着する重炭化水素を・

主たる測定成分としていた。本邦では地質調査所の故八

木按師および兼子・金原・藤原各按師等によつて，土壌室

気（Soil　Air）中のCH4を測定する方式が操用せられ，

またこのため案出された微量ガス分析器を用いて，昭和

16年（1941）頃から油由2）・茂原ガス田3）等に調査が行

われた・

終戦後藤原・ド河原両技官は，地表近くに存在する土

壌中の間隙水（Pore　Water）に溶解するCH4，および

その他の化学成分を測つて，地下のガスを探査する新方

法を発表した4）。

昭和24年（1949）小野・本島丙撲膏は天然ガスに附随

する地下水は，これを伴わない地下水と非常に異なつた

成分を有するごとに着目し，その分布状況を系統的に測‘

定する亡とによつて， ガス鉱床の解析可能なごとを推論

　　　　　　ヤし，石川県河北潟鋤と名古屋市西方地域26）にわたつて

それぞれ調査を行い，その結果この推論が成立つごとを

認め得た。以後本邦各地の調査にあたつてはこのrガス

附随水による地化学調査法」が採用され，遂次ガス田の

地化学的特徴が把握されるに至つた堅

　3．2　資料集収について

　本文は主として前述の「ガス附随水による地化学調査

法」による資料にi基いて記述1せられているカ｛，このほ

か，藤原・ド河原両技官による，いわゆる”表層地ド水

法による地化学探鉱”も上述の方法と伴用する意味にお

いて若干言及している。なお，’表暦地ド水と共存するガ

スはガス鉱床として取扱5ととは，その鉱床としての規

・模に間題はあるが，深暦のガス鉱床と比較検討の意味を

もつて記述している。

　ガス附随水法では，潔所の分析試料，すなわちガスお

よび附随水は，通常自噴ないし機械用水井より採取直後

のものを以てした。坑口では，ガス量・水量・坑井深度

，水温lpH，RpH，freeCO2，HCO3一，CO3一一，Fe＋＋，

Fe＋骨，NO2『，NO3帽，NH4＋，P，溶存02，溶存CH4，

溶存N2，C1一・等の変化し易いもの・および分極容易で・

かつ次の測点に直ちに利用される分析威分の測定を行つ

た。実験室での分析は，次の成分についてとれを行つた。

すなわち水についてはCa＋＋，Mg＋＋，Mn，：KMnO4潰

費量・硬度，SO4｝，ガスについては，CH4％，CO2％，

CnHm％，02％，N2％，時に二H2％である。　　　　・
－
地
質
調 査所による水の分析は主として三宅博土5）の

　”水質分析”に従い，pHは比色，free　CO2はフェノール

・フタレイン酸度，HCO3一はメチル・オレンヂアルカリ度，・

Feはロダンおよびピリヂル法，NO2一はG・R試薬によ　、

り，NOゴはG・R試薬およびヂフェニルアミン法，NH4＋

は薩接のネスラー比色法および室気蒸溜後ネスラー比色

　（Fe等の影響を浩去する）法，Pはモリブデン酸アン

モンと塩化第一錫による法，dis．CH4はCH4干渉計6）

と菅原式溶存ガス定量装置7），Φs．02はwinklerと菅原

式，dis．N2は菅原式CrはMohr法，Ca＋＋は篠酸アン

モンと過マンガン酸カリ法，Mg＋＋はE．T．A．とE，B．丁

法，Mnは過酸化銀による酸化法，KMnO4満費量は穆酸

と過マンガン酸カリ逆滴定，SOべ騨は塩化バリウムによる

比濁法，CH4％は爆発または燃焼後発生したCO2による

算出法，CO2％は苛性アルカリ吸収法，CnHm％はBr

飽禾口液ぞこよる吸収，02％はアルカリ性ピロガローノ玩吸

収法，N2％は残余ガスから，H2％は白金パラヂウム海

綿酸化法，によつてそれぞれ定量分析を行なつた。

　3．3　本論誼の記述方式

　”ガス附随水による地化学調査法”の資料を主として記

述し，本邦内の第四組ガス鉱床の地質と対決を試み，か

・つまた各ガス田個々の特徴のほかに相互聞の比較を試み

・るとともに総括的な記述にも主眼をおいた・

　この調査法によつては，固体相である堆積岩（Sedi一
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mentary　Rocks）そのものの直接測定は，通常不能で

あるのでこれを行わなかつた。従つて流体相すなわち

液体相としての水≒，，気体鎖与しての天然ガスだけをと・

りあげているので，結果として一面的である。しかしな

がら，いずれも必らず固体相の影響を5けているはずで

あるので，不完全ながら前記2相の調査結果から得た地

化学的な事項について記述を試みた。固体相そのものの

研究は第2段階として現在行つでいる。

　第2報以後，本邦各ガス田のガス成分，附随水の化学

組成とガスに対する関係などを主として記載し，最後に

それらの総括的なi事項をのべて，今後の研究に対する端

緒とすべく，一般的地化学の資料をあげる所存である。

σなお地化学的調査はとれが実施せられてからその年月

も短かく，かつその聞に分析成分の選択，分析方法など
　　　　　　　　レ
にも変化があるため，全国一様な資糾

　　ii）　乾性ガス　（Dry　gas）

　4．4　産出状況による分類

　　i）　水を伴わぬガス（非共水性）

　　ii）　水を｛半づガス　（共水性）

　すなわち，本論説で取扱づ鉱床は，4・1のiii，4・2のiii，・

4．3のii，4．4のiiに属する性格を有し，・ためにガスと

水の双方についてその特徴をきわめなけれぼならない。

　　　5．第四紀ガス鉱床の調査地域分布

　本邦の共水性可燃性矢然ガスの分布については兼子

1）9）の報告がある。そのなかで，現在までに比較的よく

調査された（主として質を，次いで量を考え七ン地域

は，第四紀ガス鉱床に関しては第1図に示される地区で

あつて，北から順次第1表に表示してみよ5。

　この型の鉱床は，地質時代が新しいために全部低地帯

を求めることができ・ない。したがつて，

新旧資料聞の不均一は適度に調整して

述べてゆくつもりである。

　　生　馨然ガスおよびその

　　　　鉱床の分類8）

　筆者らがここにいう第四紀天然ガス

の意味を明らかにするため，可燃性天

然ガスとその鉱床について一般的な大

別を試みれば次のようである。地化学

的な分類は最終報交中に試みることと

する。

　4．1集積層の地質時代による分類・

　／i）　中世代暦のガス……例：炭由

｝

．．ノ

娘
’鰍

桑零ノ関
’｝

‡

〃

　　ガス・海成暦ガス

ii）　第享三糸己層のガス

　　｛　　　古第三紀……例：炭田ガス
　　　『　　　新第三紀・・一例：炭田ガス

　　　　　　　　　　　ド　　　k・油田ガス・海成非油田

　　　ガス　　　　　　　　　・

iめ第四純暦のガス

　　∫洪債暦のガス

　　／沖積暦のガス

4

　2

　’

　P3
、へ》、…
　声　レ」
5ぐ

　　6

・畿

　　　　　　　　　　　　　　鐡，。げ磐　銭

　　　　　　　　　　　　　　　ゼ’等　』〕
　　　　　　　　　　　　　　慰『1・f8く9垂謎．

　　　　　　　　聞劉　，もぞ5

む《　鑑
“2乳～）

　　～
　　、．、

　　　　　　　　　　　0　　50　　‘00　－50　200
　　　　　　　　　　　一一4　k皿
第1図第σ9紀天然ガス鉱床調査位置図（数字は第1表数字と対応する。1951年5冠30旨硯衣）煽

古生代のガスについては資料不足である。

4．2　主として堆積相による分類

　i）　油田性深海成ガス

　ii）　非油田性深海成ガス

　iii）陸成，半蛾半淡また醸海成ガス

これらの分類にも不明確な点が多々ある。

4．3　ガス成分による分類

　i）湿性ガス’（Wet　gas）

7∫

、ぺ！

‘
ブ気！’

または盆地帯に存在している。 従つて日本の平野の分布

をみれぼ，そのほとんどの分布状況がわかる。

一第1表中筆者らにより調査された地域は，27中’の20

地域であるのでシ他の7地域については筆者らによらな

い測定値を用いて記述しているので，現場の状況から地

化学的に誹除すべぎdata・等の有無やその状態は解らな

いσ
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第1表調査地一覧表
番号　地　　　　名

1

2

3
4
5
6
7
8

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

、19

20

21

22

23

24

25

26

27

北海道石狩平野10）

青森県津軽平野の
岩手県紫波郡煙山12）

山形県酒田平野13）

山形県山形平野均
宮城県桃生郡矢本附近し5）

新　潟　平　野ゆ
茨城県新利根17）

埼玉県草加18）
東　　京　　都19）

長野県諏訪湖20）
静岡県三島市2正）
静岡県清水市内物

静岡県焼津市23）

静岡県袋井町24）
静岡県気賀町25）
木曾川下流地域26）
岐阜県養老郡ド多度村27）

琵　　琶　　湖28）

富山県海老江村29）

石川県邑知潟30）
石川県河化．潟31）
編井県坂井郡九頭竜川鋤
滑岸

繭井県三方郡八村33）

大　　阪　　市鋤

島根県簸川平野35）

熊本県白川緑川ド流36）

精度

概
準精

準精

予

準精

精

準精

精

概

概

準精

予

予

概

概

予，

予

概

予

予

概

概

概

予

予

概

準精

準精

調査年月

昭25年6月
昭25，26年秋

昭24年夏
昭25年夏

昭25年1月
昭26年夏

昭25年夏

昭26年5月
昭25年夏

昭26年3月
昭25年9月
昭26年2月、

昭26年

昭27年2月

昭25年5月

昭25年3月
昭16年頃およ
び昭23年頃

昭26年3月
昭27年3月
昭24年9月
昭24年9月
昭16年

昭25年秋

昭24年秋

昭24年秋

昭23年9月

昭23年9月
昭24年秋

昭25年3月
昭25年秋

昭24年12月

調査機劇 調　査　員 1舗髪舗発表

欝糠響瞬・灘朧
秋田大学鉱山学
部

地質調査厨
地質調査所
地質調資所
地質調査所
地質調査所
地質調査所
埼玉県地ド資源
調査委員会

地質調査肝
地質調査所
地質調査所
地質調査所

地質調査所

地質調査所
地質調査所
地質調査所
地，質調査所

地質調査所
地質調査所
地質調査所

’
地
質 調査所

地質調査所

地質調査所
地質調査所
地質調査所島
根県工業試験所

地質調査所

藤岡一一男教授　外6名

舟山裕土技官

安国　昇技官　外7名

兼子　勝技官　外ン名

安国　昇技官　外2名

兼子　勝技官　外18名

島田忠夫技官　外2名

本島公司技官　外6名

石和田靖章技官外零名

金原均二按官　外2名

牧野登喜男技官外1名

磐酸蕩魏等

伊田一着技官

石和田靖章技官外2名

本島公司按官

本島公司援官

兼子勝按官

安国昇按官外1名
兼子　勝技官　外2名

兼子　勝抜官　外2名

本島公司技官

・本島公司技官

下河原蓬鼓技官等

本島公司技宮外3名
飯塚狡師外1名
金原均二技官　外5名

・×

×

・×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
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※；報1交：が騰写印刷によるも學。

×：筆者らが調査に参加したfield馳を示す・

　「6．　鉱床の地質ならびに地化学的特徴一般

第四紀天然ガス鉱床は岩質的には脆弱な水成岩中に胚

胎集積しているため，ガス田周縁の，より古い地質・地

形または気象状況による影響度は相当大きいのがブ般で

ある。特徴の一般を列記すれぼ家のよ5であ為37㌔

　1）ガスは水を伴5ごとが木部分で・ガス田の中心部

　　のガス水比は地表からの深度が100～200m位まで

　　は，理論値を示すものが多く，それ以ドでは理論

　　値に達しないことが多い。

　2）ガスは地暦のdowndipにより多く存在する場合

　　が多い。

　3）ガス田中心部のガスは周縁部に比しCH4％が大き

　く，時にCO2％がきわめて大きいこともあるが，

　N2％は周辺部と下部暦に多くなる。

4）ガス質とガス水比の間には密接な相関がある。

5）ガス附随水は還元的な性格を示すもので，その中

　には，NH4＋，Fe＋＋，freeCO2，HCO3一，KMnO4

　浩費量，P，Ca朴，Mg＋＋，などが多い。多くの

　場合pHは相対的に小さくなる。

・6）周辺やgas　potentia1の低いところでは，NO2一，

　Fe＋什，NO3q「，dis．02SO4｝，などがあらわれ，

　酸化還元電位の高い方の性格をあらわす。

7）CI隅はガス鉱床附近の地暦の堆積相を示す以外に，

　鉱床破壊の程度を推定する資親となる。
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8）共水性ガス鉱床の元素分布状況は，その生成が生・

　物化学的な因子によると推論されるものと，これ

　が地厨との反応によつて順次変化して，いわゆる

　diagenesisの所産によると説明し5るものとに2

　大別されるが，そのほか第3次的な陸水の滲入に

　よる破壊作用を示すと考えられるものがあり，こ

　れらの複雑な合成からなつている場合が多い。

9）この型の鉱床には伏流の影響を強く受けているも

　のが多い。伏流の強い地域では，ガスの産量は主

　として被圧地ド水の水圧の大小と滲透率に麦配さ

　れ，その影響の弱い含ガス地域では，ガスが水か

　ら分離するための密度低ドと静水圧との双方Q方

　で産量が支配され，そこの坑井状況は不安定にな

　つてくるのが多い。

10）”表暦地F水法”で得たCH4の分布状況と，”附

　随水法”で得た状況とは，必ずしも一致しない。

11）ガス附随水は肥水として農親用に供される場合が

　多い。
12）各地ガス田の代表的な地質柱状図を第2図に示す。

　その聴徴と、してほとんどの地域において泥炭，ま

　たは黒色粘土暦が存在していることをあげること

　ができる。第1図の番号順に各ガス田について，

　極めて概略的に地質的説明を述べると亥のようで

　あるα（1）北海道石狩平野：一少なくとも深度230m

　までは第四紀層よりなり，100m以深の泥炭は硬

　度が大きい。南部の長沼附近では，粘土・砂・火

　山荻からなつていて，火山次暦は1～3暦あつて，

　深度8～32．5m，暦厚1～11m宅，そこにガスを

　含む。北部の幌向附近では火山友はみあたらぬよ

　5であり，100m以深から，ノ1％α‘！グ‘Z　sp．，Pθo惚π

　sp．，C駕s’6グ伽粥sp．1等の海成化石を産する。含

　砂率は深度50～150m聞で埋藏量は約1，000，000，

　000m3前後であろ5。東部山地には石狩炭田を構

　成する第三紀暦があり，西駒よぴ北方には含油第

　三紀暦が分布するので，解析に注意を要する。地

　表面の傾斜はさほど大でないが，西方の野幌丘陵

　は伏流水が強、・。地表は典型的な泥炭地塗なして一

　いる。（2）青森県津軽平野：一少なくとも深度150m

　までは第四紀層で，周辺には含油第三紀暦が発蓬

　し，岩木川の伏流の影響も強いよ5である。上部

　の泥炭は泥炭地としてよく知られているものに属

　す。津軽平野は現在の知識では，断暦盆地と考え

　るよりも，東西津軽油田の含油第三系が沖積暦F

　に蓮なつていると考えられる。

　藤岡教授によれぼ，沖積暦は紬礫一砂一泥よりな

　　り，とれら砕屑の分級淘別はかなりよく，成暦状

　態も良好である。砂礫中には応々浮石が多量にふ

くまれて有効な含ガス水暦となつている。化石と

して1はCoグ擁6躍α，1ノ’」∂ゆα捌sが普通であると

いわれる。（3）岩手県煙山濫一10～40m附近に聴に

粘土と泥炭が多く，この附近にガス量が多いよ5

である。50～100mは砂礫が多いから，地表の傾

斜とあわせ考えれぱ》伏流の影響を5け易いであ

ろ5と推i定される。（4）酒田平野：一100m位ま1では

泥炭をはさむ黒色粘土が多く，以ド砂礫が多くな

つてガスは少なくなる。140m前後までは第四紀

暦である。東方山地は庄内の油田であり，酒田市

でも150m以深は鮪川暦の砂がみられる。（5）山形

平野：一西部は含油第三紀暦，東部には火山岩系岩

石が分布している。東部の山脚には扇状地が発蓬

して1礫も多く伏流が強い。標高は海抜100～150

mである。地ド地質は北部と東部に礫が多く，南

部に粘土が発蓬する。ガスの存在もそれに関連し

ており・また上部には泥炭の発達がみられる。長’

崎町東部にむかつて地暦が緩斜しているよ5であ

つて，深度210mまでは上総掘りの掘墾記録があ

る。典型的な湖成型ガス鉱床であつて，化学成分

め分布は教科書的な配列を示している。（6）宮城県

矢本附近＝一第四紀暦は赤井附近で80m位の厚さが

あり，砂が多く泥炭および黒色粘土を羨む・周辺

の第三紀暦は凝荻質岩石であり，亜炭を來在する

が，大部分のガスは第四紀暦に由来するとみられ

る。（7）新潟平野：一第三紀からの一蓮の堆積暦であ

つて，新潟市附近でほぼNEE－SWWの緩向斜構

造をなしている。砂礫暦は滲透率大きく，産ガス

状況良好である。（8）新利根：一地質は75mまで到明

、しているが，75m附近に礫暦があつて，主分ス暦

となつているが，全般的に砂が多い方ではない。

（9）埼王県草加；一400mまでは非常に砂礫が多い。

　　　　　　　　　　　　　　　セイスイ
100m以浅に含ガス沖積暦があり，以ドに清水暦

がある模様であるが，150m以ドの水質は不明で

ある。植村氏によれぼっ深度52～53mに浮石層

があり，この上下に砦色ある埋木暦が発達してい

る。上位の埋木暦は51～52mの聞，下位は57．6～

60m間にあるといわれる。また埋木暦と天然ガス

とは密接な関連がみられる由である。表土下2～

3mにOs加αが広く分布する。（10）東京都：一

地域によつて非常に異なるが，江東地区で大略

180m位まで第四紀と考えられ，浅海成暦で，砂礫

暦も多い。北東の浅層には清永が浸入していてガ

スがな％（11）諏訪湖：・200mまでの資料では，

砂と粘土がそれぞれ等量の互暦である。周辺の地

質に炭化水素を発生し5るものがないよ5である

から，成因は湖沼と対決させるべきであつて，伏
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溌はあまり強くない。（12）三島市：一周辺には火

成系の岩石が発達し，第四紀層の状況は不明であ

るが，ガスは100m以浅にあり，以下は清水のよ

5であつて，北方富士山麓からの伏流が強い。

（13）清水市：一北方には大井川暦の含ガス暦が分

布し，南方には小笠山礫岩暦に対比される久能山

の礫暦があつて，南方からの伏流は相当に強く，・

第四紀暦には砂礫が多い。（14）焼津市：一北西か

ら獺戸川伏流が押す。沖積暦の厚さは焼津市街地

・附近で130m前後であり，ガスは砂礫暦のやや高

所にあり，下部に大井川暦とアルカリ玄武岩が存

在する。上部と下部に礫が多く，滲透率も大き

い。（15）静岡県袋井町一附近の沖樟齢厚さ約

25m，その西方で数10mに蓬する。（諮）静岡県気

架町ト資料がない。（17）木曾川下流地域：一著し’

い砂礫暦は270mまでに8’暦あるが，聴に下部に

砂礫暦が多い。北部よび北東部に礫暦が浅1くなる

傾向がみられる。（18）τ岐阜県下多広村：一130m前

後までは沖積暦と思われるが，地質柱状図皆無で

ある・（19）琵琶湖：一180mまで第四紀暦のよづで

あり，周辺山地ドは第三紀・洪積・古生の各地質

時代の岩暦の他，花崩岩がみられる。湖成型ガス

鉱床である。⑫⑫富山県海老江村：一220mまで

の掘墾柱状図によると，．すべて第四紀暦に属する

と考えられ，特に80～100m附近に礫暦が多く，掘

難に困難をきたす。南方山地には，いわる含有第

三紀暦があるが，その上に厚い礫層が存在する。

第四紀のガスは伏流に大きく支配される。地層は

海岸にむかつて緩く北に傾むいている。（21）石

川県邑知潟：一ガス井の多くは60m前後の深度であ

るカ｛，詳細は不明である。（22）河オヒ潟二一14Gm

までの第四紀暦に関する資料によれぼ，30～40m

位までは砂質粘土が多く，以下は坦Omまで砂と

所々に礫を挾む。，40m以下の厨にガスが多く，地

暦は現在の地形とほぼ平行的に潟の方へ傾斜する

傾向を示す。400mでは第三紀暦に到達せず，150

m前後に最もガスが多いよ5である。（23）福井聖

県九頭竜川下流地域＝一周辺に第三紀水成岩暦があ

つて，黒色頁岩等も存在するが，・ガス暦は沖積暦

に属する。40～60m位に礫暦があるらしいが，木

部村附近では60～150m附近に清水を含む礫暦が

存在する。深所の状況は不明である。（24）頑井

県三方郡八村：一周辺山地は古生代の粘板岩およぴ

砂岩，ホ1レンフェルス・花嵩岩等g古い岩石であ

つて，ガスに直接関係はない。ガスは三方湖と成

因的に関係深い。沖穫暦には比較的砂が多く，ガ

スは25m以下の地暦から出ているといわれる。32

m以ドは不明。（25）大阪市：一200m前後に大略4

～5枚の含ガス砂礫暦がある。（26）島根県簸川

原野＝一60～70mで第三紀暦に逢着する場含が多い

が，西方の大溢町では2σOml以深のよづである。

砂礫粘土のほか，泥炭を挾む。残溜海水の影響が

強い区域がある。第三紀暦には黒色頁岩・油性頁

岩・塊状友色泥岩等があるので，沖積ガスとの関

係は複雑である。西部では基底礫岩に清水が浸入

し，ガス暦は浅くなつている。東部の久木附近の

友色泥岩厨は貯油暦を第四紀層に求める場合に，

特に注意すべき・である。平野の北東隅の東村役場

前の宍道湖底に露出する泥岩からは，可燃性ガス

と硫化水素臭地下水≧を産している。（27）熊本県

白川・緑川下流：一全般に砂質粘土が多く，40乍50

1nの処に厚さ2～5m程度の炭質粘土ないし泥炭

暦がある。ガスはこの暦の上下に現われる砂礫暦

に多い。60m以深の地質状況は不明であるが，そ

の水は上部よりもガスを含まない。全般的には西

部海岸方面に地層が深くなる傾向にあるが，その

割含は大略2kmについて10m位である・　．

　　　　　　　　　（昭和27年5月稿）
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　　・所M．S．
　　（b）石田技宮：”山形県東村山郡藏増村附近及酒田

　　市天然ガス調査報告グ，昭20（1945），地質調査

　　所，東北資第7号，M．S，

　　（c）舟山技官：ζ山形県天童天然ズス調査報告”，地

　　質調査所，昭23（1948），M。S．

　　⑥兼子　勝・舟山裕士；”山形盆地の天然ガスに

　　ついて〃，石油技誌．，Vo1．13，No．4，昭23（19

　　　48）。
　　（e）兼子　勝・金原均二・本島公司，品田芳二郎・

　　　石田与之助・前田憲二鄭・加藤甲壬・後藤隼次：

　　　”山形市附近天然ガス調査速報”，地調月り

　　　Vo1．2，No．3，昭26（1951），

　　（f）同　上：”山形市附近天然ガス調査報告”，地質

　　　調査所及山形県，昭26（fg51），M。S，

15）安国昇・前田憲二郎：”宮城県桃生郡天然ガス

　　　調査報告”，地質調査所及宮城県，．昭26（1951），

　　　M．S．
16）（a）帝石開発部：”新潟ガ不田について偽　石油技

　　　誌．，Vol．13，N・．4，監昭23（1948）・、

　　（b）兼子　勝・金原均二・平塚隆二・加来一郎・小

　　　野　暎・伊田一…善・石和田靖章・金井光明・ド

　　河原蓬農・島田信位・牧野登喜男・牧　真一・

　　関根節郎・貴志晴雄・望月常一・三梨　品・安

　　国昇・森ド保広・米谷宏；”新潟市西蒲原

　　及中蒲原平野天然ガス調査報告”，地化学編，

　　新潟県，昭26G951）。

17）　島田忠夫・牧野登喜男・牧　真一；”茨城県新利

　　根川流域天然ガス調査報告”，昭26（1951），地

　　質調査所，M．S．

18）　（a）埼玉県地ド資源調査研突会：”埼玉県「に於け

　　る天然ガス資源の調査報告書”，昭26（1951），

　　騰写印刷。・

　（b）植村癸已男：グ埼玉県の天然ガス”日本天然ガ

　　ス協会会報，No．、42，昭26（1951）年7月1G日。．

19）（a）金原均二・小野　暎・本島公司・石和田靖章：、

　　”東京都内より天然ガス産出の可雌性”，地質調

　　査所燃料調査ニュース，No．27，昭25（1950）年

　　4月10日。
　（b）本島公司・牧野登喜男・安国　昇・牧　真』・

　　田中元治・中井信之・高田康秀：”東京都内天

　　然ガス地化学調査報告”，昭27（1952），地質調

　　』査所，M．S．

20）（a）岩崎重三：”諏訪湖の天然ガス”，地学雑．，VoL

　　4，No．38，　明治25（1892），P．92（ノ930

　（b）河野　密：”信濃玉諏訪町附近温泉及瓦斯調

　　、査”，地調報，41，p．48～51，大1正2（1913）。

　　（d）片山勝；”長野県ド天然ガス其の他鉱産地質

　　調査報文”，地調報．，昭19（1940）。

　　（d）石和田靖章・本島公司・牧野登喜男：”諏訪湖

　　天然ガス鉱床の地化学的予察，報告”，昭27（19

　　52），地質調査所，M．S．

21）金原均二・小野　暎・本島公司二”静岡県三島市

　　附近の天然ガス”，石油稜誌．，Vo1．15，No．5，

　　日召25（1950）0

22）（a）藤原健一・本島公司：”静岡地方の天然瓦斯鉱

　　床について〃，石油按誌，，V・1．13，N・・4，H召23

　　（1948）。

　　（b）本島公司・牧野登喜男：r”静岡県清水市内の天

　　然ガス”，地質調査所，燃料調査ニュース，No，

　　29，昭25（1950）。
　　（c）牧野登喜男・牧　真一一：”静岡県清水市内の天

　　然ガス調査i報告”，地調月．，Vo1．1，No．5，昭

　　25（1950）0
23）　（a）近藤信興・平塚隆治；”静岡県焼津附近天然ガ

　　ス調査報告”，（仮名），昭15（1940）頃，地質調

　　査臨M．s．
　　（b）片山　勝；”静岡県ド天然ガス調査報文”，地質

　　調査所，昭18（1943），M。S。
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　（c）井尻正二・山崎純夫・小川賢之輔・武藤　勇：

　　”相良焼津聞の天然ガス”，石油技誌．，Vo1．12，

　　No．3，　日召19（1944）o

　（d）22）…（a）参照。

　（e）　4）参照。

　（f）篠山昌市・野口紘三；”焼津附近のガ，ス鉱床に

　　ついて”，石油技誌．，Vol』16，No。3，昭26（19

　　51）。

24）　伊田一善：”静岡県袋井の天然ガス予察報告”，地

　　調月・．，Vo1．2，No．11，昭26（1951）0

25）石和田靖章・品田芳二鄭・高田康秀：”静岡県気

　　賀町附近天然ガス予察報告”，昭27（1952），地

　　質調査所，Vo1．3，No．121昭2艶（1952）。

26）本島公司：”名古屋市西方地械の天然ガス”，石油

　　按誌．，Vol．15，：No．5，昭25（1950）。

27）同上1
28）（a）兼子’勝・齋藤一雄：”滋賀県ド天然ガス講査

　　報告”，地質調査所，昭16（1941），M．S．

　（b）兼子　勝：”滋賀県琵琶湖岸天然ガスについで

　　地調輯報，，No．1，昭17（1942）。

　　（C）滋賀県：”地F資源調査報告会資料”，昭24（19，

　　49）。
29）（段）田久保実太郎・鵜飼保郎・池由周作こ”尉水郡

　　本江村及海老江村地域の天然瓦斯鉱床物理探査

　　報文”，昭和25年度地ド資源調査報告書，富山

　　県，昭25（1950）。

　　（励安国昇・前田憲二郎二”富山県射水郡天然ガ

　　ス概査報告”，・昭26（1951），地質調査所，M。S。

30）兼子　勝・小野　暎・安国　昇：”石川県天然ガ

　　ス調査報告”，石川県，昭25（1950）。

31）　（a）松井　寛；ク島根，鳥取，福井，石川諸県下の

　　天然ガス調査概報グ，昭18（1943），地質調査所，

　　M．S．
　　（b）30）参照。

　　（c）兼子　勝・小野　暎・安国　昇：”河北潟天然

　　ガス調査報告”，石油技誌。，Vo1。15，No．1，昭

　　25（1950）0

32）　（a）本島公司：”編井県九頭竜川沼岸天然ガス調査

　　報告”，地調速．，No．82，昭24（1949）。

　　（b）本島公司：”編井県九頭竜川北岸の地質概査報

　　告”地調速．，No．86，昭24（1949）。

33）（a）渡辺久吉；”編井県三方湖地質及湧水調査報

　　文”，地調報．，63，大6（1917），地学雑．，39，大

　　7（1918）o
　　（b）本島公司：”禧井県三方郡八村天然ガス調査報・

　　告”，地調速．，No．81，昭24（1949）。

34）（a）大阪府商工部：”大阪天然ガス調査報告書”，昭

　　24（1949）o

　　（b）ド河原蓬談・高田康秀：”大阪市附近天然ガスP

　　地化学探鉱調査報告”，地調速報．，：No．97，昭

　　24（1949）。

　　（c）地質調査所大阪支所；”大阪天然ガス第二次調

　　査速i報”，地調月．，Vo1．2，No．1，p．43～45。

35）（a）31）…（a）参照。

　　（b）山根新亥・山口謙亥：”簸川平野における天然

　　、ガス調査報告書”，昭24（1949），島根県。

　　（c）本島公司・品田芳；郎・ド河原建談・島田信位：

　　”出雲市北東部天然ガス調査報告”，島根県騰写

　　出版，昭26（1951）。

　　＠飯塚　魁・今岡栄一：”出雲市北西部天然ガス

　　調査報冑”，島根騰写出版，昭26（1952）。

　　（e）九里筒一・本島公司：”簸川平野天然ガス試掘

　　井一R－3一調査報告”，昭27（1952），地質調査

　　所，M．S．

36）（a）南葉宗利：”熊本天然ガスに就いて”年月不詳。

　　（b）金原均二・藤原健一』・小野　暎・下河原達談・

　　島田信位・本島公司：”熊本県線川白川川口附

　　近天然ガス調査概報グ，昭25年1月（1950），地質

　　，調査所，M．S．

37）（a）1）参照。

　　（b）本島公司：”天然ガスに関する二，三の間題”，

　　石油技誌．，Vo1．17，No．2，昭27（1952）。

38）　その他一般：交献

　　（a）高橋純一：”石油鉱床新論”，丸善，大正9（19

　　20）。、
　　（b）Nobuo　Yamada；”On　the　Contents　of　Heli・

　　umandotherConstituentsinJapaneseNa・
　　tural　Gas”，東大航研報，Yo1・6，・大12（1923）。

　　（c）上床国夫：”本邦に於けるヘリウム含有天然ガ

　　　スの研究一特に内地油田ガスの化学的研究と地

　　質学的考察一”，石油時報．，大13（1924）。

　　（d）上床国夫：”日本に於けるヘリウム含有天然ガ

　　　スの研究”，地質雑，，Vo1．31，大13（1924）。

　　（e）Yoshihikoヌくa餓o＆Bunnosuke　Yamaguchi；

　　　”On　the　Contents　of　Helium　and　Other

　　Constituents　in　the　Natural　Gas　of　Japan”，

　　　東木航研報．，No。13，大15（1926）。

　　（f）K．Uwatoko：”The　Sedimentary　Natural

　　Gas　from　Oi1』and　Coal　Field　of　Japan”，

　　A．A．P．G．，VoL】σ，：No．2，1927（昭2）。1・

　　（g）三川逸郎：”天然瓦斯について”，石油時報，昭

　　12（1937）。
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　同一上　　日召13（1938）o

くh）兼子勝：”本i邦の天然ガスについて”，地学

　雑．，複刊Nb．3昭24（1949）。

（i）兼子　勝：”天然ガス資源とその鉱床”，工業按

　術月i報，VoL2，No・2，昭25（1950）・

①本島公司：”可燃性天然ガスを主とした本邦産

　天然ガスの三角座標法による標示について”，

　石油妓誌．，Vo1．15，No．1，昭25（1950）。

（k）兼子　勝：”我が国におけるメタンガス資源に

　就いて”，燃料協会誌，Vo1．29，No．292，昭25

　（1950）。
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